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〔
下

級

審

民

訴

事

例

研

究

六
五
〕

１

仲
裁
法
四
四
条
一
項
四
号
は
、
当
事
者
が
立
ち
会
う
こ
と
の
で
き
な
い
手
続
が
実
施
さ
れ
た
と
か
、
当
事
者
が
認
識
で
き
な
い

資
料
に
依
拠
し
て
判
断
が
さ
れ
た
場
合
な
ど
、
当
事
者
に
対
し
て
お
よ
そ
防
御
す
る
機
会
が
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
な
重
大
な

手
続
保
障
違
反
が
あ
っ
た
場
合
に
の
み
、
裁
判
所
に
よ
る
仲
裁
判
断
の
取
消
し
を
認
め
る
趣
旨
で
あ
る
と
さ
れ
た
事
例

２

仲
裁
法
四
四
条
一
項
八
号
は
、
単
に
仲
裁
廷
に
よ
る
事
実
認
定
又
は
法
的
判
断
が
不
合
理
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
に
す
ぎ
な
い

場
合
に
、
裁
判
所
に
よ
る
仲
裁
判
断
の
取
消
し
を
認
め
る
趣
旨
で
は
な
く
、
仲
裁
判
断
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
る
法
的
効
果
が
日
本

に
お
け
る
公
序
良
俗
に
反
す
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
の
み
、
裁
判
所
に
よ
る
仲
裁
判
断
の
取
消
し
を
認
め
る
趣
旨
で
あ
る
と
さ

れ
た
事
例

３

仲
裁
判
断
の
取
消
し
を
申
し
立
て
た
後
、
仲
裁
法
四
四
条
二
項
所
定
の
期
間
が
経
過
し
た
後
に
、
同
条
一
項
一
号
な
い
し
六
号

の
取
消
事
由
を
新
た
に
追
加
主
張
す
る
こ
と
は
、
同
条
二
項
に
違
反
し
許
さ
れ
な
い
と
さ
れ
た
事
例

東
京
地
裁
平
成
二
一
年
七
月
二
八
日
決
定
、
仲
裁
判
断
取
消
申
立
事
件
、
判
例
タ
イ
ム
ズ
一
三
〇
四
号
二
九
二
頁

〔
事

案
〕

半
導
体
製
造
業
者
で
あ
る
Ａ
社
は
、
平
成
九
年
当
時
、
台
湾
に
お
い

て
、
申
立
人
（
Ｘ
）
が
製
造
・
販
売
・
設
置
を
行
っ
た
半
導
体
製
造
装

置
等
を
用
い
て
、
半
導
体
製
造
工
場
を
稼
働
し
て
い
た
。
し
か
し
、
同

年
一
〇
月
に
同
工
場
で
火
災
が
発
生
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
工
場
は
全
壊

し
た
。
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Ａ
社
は
、
こ
の
火
災
に
よ
っ
て
被
っ
た
損
害
に
つ
い
て
は
、
台
湾
の

保
険
会
社
三
社
か
ら
保
険
金
を
受
け
取
り
、
こ
れ
ら
保
険
会
社
は
再
保

険
会
社
で
あ
る
相
手
方
（
Ｙ
）
よ
り
保
険
金
の
支
払
い
を
受
け
た
。
Ｙ

は
、
保
険
金
の
支
払
い
に
よ
り
、
Ａ
社
が
火
災
事
故
の
責
任
者
に
対
し

て
有
す
る
損
害
賠
償
請
求
権
を
代
位
取
得
し
た
。

Ｘ
と
Ｙ
は
、
平
成
一
七
年
一
二
月
に
、
仲
裁
地
を
東
京
と
し
た
上
で

ア
メ
リ
カ
仲
裁
協
会
（
T
he
A
m
erican
A
rbitration
A
ssociation;

A
A
A
）
の
国
際
紛
争
解
決
セ
ン
タ
ー
（
InternationalCenter
for

D
ispute
Resolution;ICD
R）
に
仲
裁
判
断
を
委
ね
る
合
意
を
し
た
。

Ｙ
は
、
本
件
仲
裁
手
続
に
お
い
て
、
火
災
事
故
の
発
生
原
因
の
一
つ
は
、

Ｘ
が
製
造
・
販
売
・
設
置
し
た
半
導
体
製
造
装
置
か
ら
排
出
さ
れ
た
ガ

ス
の
副
生
成
物
に
よ
る
と
し
て
、
二
億
一
一
〇
〇
万
ア
メ
リ
カ
ド
ル
及

び
遅
延
損
害
金
の
賠
償
を
求
め
た
。
仲
裁
廷
は
、
Ａ
社
と
Ｘ
と
の
過
失

割
合
は
、
六
五
％
対
三
五
％
で
あ
る
と
し
て
、
Ｙ
の
申
立
て
を
一
部
認

容
し
、
Ｘ
に
対
し
て
、
二
六
億
八
八
〇
〇
万
新
台
湾
ド
ル
及
び
こ
れ
に

対
す
る
平
成
一
七
年
六
月
二
五
日
か
ら
支
払
済
み
ま
で
年
五
分
の
割
合

に
よ
る
遅
延
損
害
金
並
び
に
弁
護
士
費
用
と
し
て
一
六
〇
万
ア
メ
リ
カ

ド
ル
の
支
払
い
を
命
ず
る
内
容
の
仲
裁
判
断
を
下
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
Ｘ
は
、
本
件
仲
裁
判
断
に
は
以
下
に
述
べ
る
よ
う

な
取
消
事
由
が
あ
る
と
し
て
、
仲
裁
判
断
取
消
し
を
申
し
立
て
た
。
す

な
わ
ち
、
第
一
に
、
仲
裁
廷
は
、
Ｘ
の
半
導
体
製
造
装
置
に
よ
る
排
気

ガ
ス
に
関
し
て
警
告
義
務
違
反
が
あ
っ
た
こ
と
を
理
由
に
賠
償
義
務
を

認
め
て
い
る
が
、
本
件
仲
裁
手
続
に
お
い
て
は
警
告
義
務
違
反
の
主
張

が
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
本
件
仲
裁
判
断
は
、
Ｘ
が
本
件
仲
裁

手
続
に
お
い
て
防
御
す
る
こ
と
が
不
可
能
で
あ
っ
た
事
由
に
基
づ
く
と

い
え
、
仲
裁
法
四
四
条
一
項
四
号
の
取
消
事
由
が
存
在
す
る
。
第
二
に
、

本
件
仲
裁
判
断
の
準
拠
法
で
あ
る
台
湾
法
上
、
本
件
で
警
告
義
務
の
存

在
及
び
義
務
違
反
と
事
故
と
の
因
果
関
係
を
認
め
る
の
は
不
可
能
で
あ

る
の
に
こ
れ
を
認
め
た
こ
と
、
ま
た
、
巨
額
の
損
害
賠
償
を
認
め
た
判

断
を
下
し
た
こ
と
は
、
内
容
が
日
本
に
お
け
る
公
序
良
俗
に
反
す
る
た

め
、
仲
裁
法
四
四
条
一
項
八
号
の
取
消
事
由
が
存
在
す
る
。
第
三
に
、

本
件
仲
裁
判
断
は
、
Ｘ
が
防
御
不
可
能
で
あ
っ
た
事
由
（
警
告
義
務
違

反
）
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
Ｉ
Ｃ
Ｄ
Ｒ
国
際
仲
裁
規
則
一
六
条
一
項

た
だ
し
書
（「
当
事
者
は
公
平
に
取
り
扱
わ
れ
、
ま
た
、
各
当
事
者
は

審
尋
を
受
け
る
権
利
を
有
し
て
お
り
、
そ
の
言
い
分
を
述
べ
る
十
分
な

機
会
が
付
与
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。」）
に
違
反
し
て
お
り
、
仲
裁
法
四

四
条
一
項
六
号
に
違
反
す
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
他
方
、
Ｙ
は
、

第
一
の
取
消
事
由
に
つ
い
て
は
、
本
件
仲
裁
手
続
に
お
い
て
警
告
義
務

違
反
が
存
在
す
る
こ
と
と
、
義
務
違
反
と
事
故
と
の
因
果
関
係
に
つ
い

て
主
張
し
て
お
り
、
Ｘ
は
防
御
不
可
能
と
は
い
え
な
か
っ
た
、
第
二
に

つ
い
て
は
、
Ｘ
は
た
ん
に
本
件
仲
裁
判
断
の
認
定
・
判
断
が
不
合
理
で

あ
る
と
述
べ
る
に
す
ぎ
ず
、
こ
れ
を
も
っ
て
仲
裁
判
断
の
内
容
が
日
本

に
お
け
る
公
序
良
俗
に
反
す
る
と
は
い
え
な
い
、
第
三
に
つ
い
て
は
、

こ
の
取
消
事
由
は
、
仲
裁
判
断
書
が
電
子
メ
ー
ル
に
よ
っ
て
Ｘ
に
送
付

さ
れ
た
日
（
平
成
二
〇
年
七
月
一
九
日
）
か
ら
三
ヶ
月
以
上
経
過
し
た

平
成
二
一
年
三
月
六
日
に
な
っ
て
は
じ
め
て
追
加
的
に
主
張
さ
れ
た
た
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め
、
仲
裁
法
四
四
条
二
項
所
定
の
期
間
を
徒
過
し
て
い
る
、
と
し
て
い

ず
れ
も
認
め
ら
れ
な
い
と
主
張
し
た
。

〔
決
定
要
旨
〕

申
立
棄
却
。

一

仲
裁
法
四
四
条
一
項
四
号
に
つ
い
て

第
一
に
、「
本
件
警
告
義
務
違
反
及
び
本
件
警
告
義
務
違
反
と
本
件

火
災
事
故
と
の
間
の
相
当
因
果
関
係
が
認
め
ら
れ
た
場
合
に
、
申
立
人

が
相
手
方
に
対
し
て
損
害
賠
償
責
任
を
負
担
す
べ
き
こ
と
は
、﹇
本
件

仲
裁
判
断
の
準
拠
法
で
あ
る
﹈
台
湾
法
の
解
釈
と
し
て
も
了
解
可
能
な

も
の
で
あ
っ
て
、
も
と
よ
り
、
我
が
民
法
の
解
釈
と
し
て
も
同
様
の
結

論
が
導
か
れ
得
る
も
の
で
あ
る
と
こ
ろ
、
前
記
…
…
に
認
定
の
と
お
り
、

相
手
方
は
、
本
件
仲
裁
手
続
に
お
い
て
、
本
件
警
告
義
務
違
反
及
び
本

件
警
告
義
務
違
反
と
本
件
火
災
事
故
と
の
間
の
相
当
因
果
関
係
に
関
す

る
主
張
を
し
、
申
立
人
も
、
相
手
方
の
同
主
張
を
認
識
し
て
い
た
の
で

あ
る
か
ら
、
本
件
仲
裁
手
続
に
お
い
て
我
が
民
事
訴
訟
法
の
採
用
す
る

弁
論
主
義
が
適
用
さ
れ
る
と
否
と
に
か
か
わ
ら
ず
、
申
立
人
は
、
相
手

方
の
上
記
主
張
に
対
し
て
反
論
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
し
、
ま
た

す
べ
き
で
も
あ
っ
た
。」

｢第
二
に
、
仲
裁
法
四
四
条
一
項
四
号
は
、
申
立
人
が
仲
裁
手
続
に

お
い
て
防
御
す
る
こ
と
が
不
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
を
仲
裁
判
断
の
取
消

事
由
と
す
る
が
、
仲
裁
手
続
は
、
当
事
者
の
合
意
を
基
礎
と
す
る
裁
判

外
紛
争
解
決
手
続
で
あ
っ
て
、
上
訴
手
続
が
予
定
さ
れ
て
い
る
も
の
で

は
な
く
、
そ
の
判
断
は
最
終
的
な
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る

上
、
同
法
四
条
が
、
裁
判
所
は
、
仲
裁
手
続
に
つ
い
て
は
、
仲
裁
法
に

規
定
す
る
場
合
に
限
り
、
そ
の
権
限
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
規

定
し
て
い
る
こ
と
に
照
ら
せ
ば
、
仲
裁
判
断
が
で
き
る
限
り
尊
重
さ
れ

る
べ
き
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
観
点

か
ら
み
る
と
、
同
法
四
四
条
一
項
四
号
は
、
当
事
者
が
立
ち
会
う
こ
と

の
で
き
な
い
手
続
が
実
施
さ
れ
た
と
か
、
当
事
者
が
認
識
で
き
な
い
資

料
に
依
拠
し
て
判
断
が
さ
れ
た
場
合
な
ど
、
当
事
者
に
対
し
て
お
よ
そ

防
御
す
る
機
会
が
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
な
重
大
な
手
続
保
障
違
反

が
あ
っ
た
場
合
に
の
み
、
裁
判
所
に
よ
る
仲
裁
判
断
の
取
消
し
を
認
め

る
趣
旨
で
あ
る
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
単
に
、

当
事
者
が
重
要
な
争
点
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
程
度

の
事
情
を
も
っ
て
、
同
号
の
取
消
事
由
に
該
当
す
る
も
の
と
認
め
る
こ

と
は
で
き
な
い
。」

二

仲
裁
法
四
四
条
一
項
八
号
に
つ
い
て

｢裁
判
所
は
、
仲
裁
判
断
を
で
き
る
限
り
尊
重
す
べ
き
立
場
に
あ
る

と
い
う
べ
き
で
あ
る
か
ら
、
仲
裁
法
四
四
条
一
項
八
号
は
、
単
に
仲
裁

廷
に
よ
る
事
実
認
定
又
は
法
的
判
断
が
不
合
理
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る

に
す
ぎ
な
い
場
合
に
、
裁
判
所
に
よ
る
仲
裁
判
断
の
取
消
し
を
認
め
る

趣
旨
で
は
な
く
、
仲
裁
判
断
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
る
法
的
結
果
が
日
本

に
お
け
る
公
序
良
俗
に
反
す
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
の
み
、
裁
判
所

に
よ
る
仲
裁
判
断
の
取
消
し
を
認
め
る
趣
旨
で
あ
る
と
解
す
る
の
が
相

当
で
あ
る
。」
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｢こ
の
観
点
か
ら
本
件
を
見
る
と
、
申
立
人
の
主
張
の
う
ち
、
本
件

警
告
義
務
違
反
及
び
本
件
警
告
義
務
違
反
と
本
件
火
災
事
故
と
の
間
の

相
当
因
果
関
係
が
お
よ
そ
認
め
ら
れ
な
い
の
に
こ
れ
を
認
め
た
こ
と
を

も
っ
て
、
本
件
仲
裁
判
断
の
内
容
が
日
本
に
お
け
る
公
序
良
俗
に
反
す

る
と
主
張
す
る
点
に
つ
い
て
は
、
単
に
本
件
仲
裁
廷
に
よ
る
事
実
認
定

及
び
法
的
判
断
が
不
合
理
で
あ
る
と
主
張
す
る
に
す
ぎ
な
い
も
の
で
あ

る
か
ら
、
そ
の
こ
と
を
も
っ
て
、
本
件
仲
裁
判
断
の
内
容
が
日
本
に
お

け
る
公
序
良
俗
に
反
す
る
と
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

ま
た
、
申
立
人
は
、
損
害
賠
償
の
額
が
多
額
で
あ
る
こ
と
を
も
っ
て
、

本
件
仲
裁
判
断
の
内
容
が
日
本
に
お
け
る
公
序
良
俗
に
反
す
る
と
主
張

す
る
が
、
一
件
記
録
に
よ
れ
ば
、
相
手
方
は
、
本
件
火
災
事
故
に
よ
っ

て
実
際
に
生
じ
た
損
害
に
つ
い
て
再
保
険
金
を
支
払
い
、
そ
の
額
を
申

立
人
に
請
求
し
、
本
件
仲
裁
廷
は
、
相
手
方
の
請
求
の
範
囲
内
で
本
件

仲
裁
判
断
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
本
件
仲
裁
判
断
に
は
、
単
に

損
害
賠
償
の
裁
定
額
が
多
額
で
あ
る
と
い
う
以
上
の
特
別
な
事
情
は
見

当
た
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
本
件
仲
裁
判
断
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
る

法
的
結
果
が
日
本
に
お
け
る
公
序
良
俗
に
反
す
る
と
認
め
る
こ
と
は
で

き
な
い
。」

三

仲
裁
法
四
四
条
一
項
六
号
に
つ
い
て

｢一
般
に
、
仲
裁
判
断
の
取
消
し
を
申
し
立
て
た
後
、
仲
裁
法
四
四

条
二
項
所
定
の
期
間
が
経
過
し
た
後
に
、
同
条
一
項
一
号
な
い
し
六
号

の
取
消
事
由
を
新
た
に
追
加
主
張
す
る
こ
と
は
、
同
条
二
項
に
違
反
し

許
さ
れ
な
い
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。

な
ぜ
な
ら
、
同
項
は
、
仲
裁
判
断
の
効
力
を
早
期
に
明
確
化
す
る
た

め
、
そ
の
取
消
し
の
申
立
期
間
を
仲
裁
判
断
書
の
写
し
の
送
付
日
か
ら

三
か
月
間
と
制
限
す
る
も
の
で
あ
る
と
こ
ろ
、
申
立
期
間
の
経
過
後
に

新
た
な
取
消
事
由
の
追
加
主
張
を
許
容
す
る
と
、
相
手
方
に
お
い
て
、

当
該
仲
裁
判
断
が
取
り
消
さ
れ
る
か
否
か
に
つ
い
て
の
予
測
が
困
難
と

な
り
、
仲
裁
判
断
の
早
期
明
確
化
を
阻
害
す
る
結
果
と
な
る
か
ら
で
あ

る
。」

四

「
以
上
に
よ
れ
ば
、
本
件
申
立
て
は
理
由
が
な
い
か
ら
こ
れ
を
棄

却
す
る
こ
と
と
し
、
主
文
の
と
お
り
決
定
す
る
。」

〔
評

釈
〕

決
定
要
旨
に
賛
成
す
る

一

本
決
定
の
意
義

本
決
定
は
、
仲
裁
法
（
平
成
一
五
年
八
月
一
日
法
律
第
一
三
八

号
）
が
施
行
（
平
成
一
六
年
三
月
一
日
）
さ
れ
た
後
、
同
法
四
四
条

が
定
め
る
仲
裁
判
断
取
消
事
由
の
う
ち
、「
申
立
人
が
、
仲
裁
手
続

に
お
い
て
防
御
す
る
こ
と
が
不
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
」（
仲
裁
法
四

四
条
一
項
四
号
）、「
仲
裁
判
断
の
内
容
が
、
日
本
に
お
け
る
公
の
秩

序
又
は
善
良
の
風
俗
に
反
す
る
こ
と
」（
同
項
八
号
）、
及
び
取
消
事

由
の
主
張
に
関
す
る
期
間
制
限
（
同
条
二
項
）
に
関
し
、
公
刊
さ
れ

た
下
級
審
裁
判
例
と
し
て
、
は
じ
め
て
判
断
を
行
っ
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
本
決
定
は
、
今
後
、
同
種
の
事
案
を
め
ぐ
る
解
決
に
際
し
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て
参
考
に
な
る
裁
判
例
で
あ
る
。

二

仲
裁
法
の
取
消
事
由
と
モ
デ
ル
法
及
び
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
条
約
の

関
係仲

裁
に
関
す
る
法
規
は
、
明
治
二
三
年
（
一
八
九
〇
年
）
の
旧
民

事
訴
訟
法
典
第
八
編
「
仲
裁
手
続
」
以
来
、
長
い
間
改
正
さ
れ
ず
に

き
た
が
（

）、「
司
法
制
度
改
革
審
議
会
意
見
書
」（
平
成
一
三
年
六
月
）

1

の
提
言
を
受
け
る
形
で
、
国
連
国
際
商
取
引
法
委
員
会
（
Ｕ
Ｎ
Ｃ
Ｉ

Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｌ
）
に
よ
る
一
九
八
五
年
国
際
商
事
仲
裁
モ
デ
ル
法
（
以
下

で
は
、
モ
デ
ル
法
と
呼
称
す
る
）
に
依
拠
し
（

）、
国
際
化
に
対
応
し
た

2

仲
裁
法
が
制
定
さ
れ
た
。
他
方
で
、
我
が
国
で
は
、
す
で
に
外
国
仲

裁
判
断
の
承
認
及
び
執
行
に
関
す
る
一
九
五
八
年
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
条

約
（
以
下
で
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
条
約
と
呼
称
す
る
）
が
一
九
六
一

年
九
月
一
八
日
よ
り
発
効
し
て
い
る
（

）。
こ
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
条
約
が

3

定
め
る
外
国
仲
裁
判
断
の
承
認
拒
絶
事
由
は
、
モ
デ
ル
法
が
定
め
る

承
認
拒
絶
事
由
及
び
仲
裁
判
断
取
消
事
由
に
ほ
ぼ
対
応
す
る
も
の
で

あ
り
、
モ
デ
ル
法
を
採
択
し
た
我
が
国
の
仲
裁
法
の
解
釈
に
も
参
考

に
な
る
と
思
わ
れ
る
（

）。
し
か
し
、
以
下
で
は
モ
デ
ル
法
及
び
ニ
ュ
ー

4

ヨ
ー
ク
条
約
に
お
け
る
議
論
に
つ
い
て
参
照
す
る
こ
と
は
最
小
限
に

と
ど
め
た
（

）。
5

三

仲
裁
取
消
の
国
際
裁
判
管
轄

本
件
の
裁
判
は
、
日
本
の
裁
判
所
が
仲
裁
判
断
取
消
し
の
国
際
裁

判
管
轄
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
前
提
と
な
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
手

が
か
り
と
な
る
仲
裁
法
三
条
一
項
は
、
仲
裁
地
が
日
本
国
内
に
あ
る

場
合
に
仲
裁
判
断
の
取
消
し
に
つ
い
て
規
定
す
る
第
七
章
の
適
用
が

あ
る
と
し
て
い
る
（
モ
デ
ル
法
一
条
二
項
が
、
こ
れ
に
対
応
す
る
）。

ま
た
、
仲
裁
法
四
五
条
二
項
七
号
は
、
仲
裁
地
国
に
お
い
て
仲
裁
判

断
が
取
り
消
さ
れ
た
場
合
に
は
、
承
認
が
拒
絶
さ
れ
る
と
し
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
仲
裁
法
三
条
一
項
は
、
直
接
的
に
は
仲
裁
法
の
適
用

範
囲
を
定
め
て
い
る
が
、
仲
裁
判
断
の
取
消
し
と
の
関
係
で
は
国
際

裁
判
管
轄
を
も
規
律
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
（

）、
ま
た
そ
の
管
轄
は
国

6

際
的
な
専
属
管
轄
と
解
さ
れ
る
（

）。
そ
こ
で
、
仲
裁
判
断
取
消
し
の
裁

7

判
は
、
当
該
仲
裁
判
断
が
な
さ
れ
た
仲
裁
地
が
日
本
で
あ
る
場
合
に

は
、
日
本
に
お
い
て
の
み
な
し
う
る
こ
と
に
な
る
。
本
件
で
は
、
仲

裁
地
は
日
本
で
あ
る
た
め
、
日
本
の
裁
判
所
に
仲
裁
判
断
取
消
し
の

国
際
裁
判
管
轄
が
認
め
ら
れ
る
。

四

防
御
可
能
性
と
公
序
の
関
係

㈠

従
来
の
議
論

１

防
御
が
不
可
能
で
あ
っ
た
こ
と

仲
裁
法
四
四
条
一
項
四
号
は
、「
申
立
人
が
、
仲
裁
手
続
に
お
い
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て
防
御
す
る
こ
と
が
不
可
能
で
あ
っ
た
」
こ
と
を
仲
裁
判
断
の
取
消

事
由
と
し
て
い
る
。
本
件
で
申
立
人
は
、
取
消
し
が
申
し
立
て
ら
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
当
該
仲
裁
手
続
で
は
、
被
申
立
人
が
警
告
義
務
違

反
の
主
張
を
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
そ
の
点
に
つ
い
て
主
張
立
証

を
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
防
御
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を

理
由
に
仲
裁
判
断
の
取
消
し
を
求
め
て
い
る
。

そ
こ
で
、
い
か
な
る
場
合
が
防
御
不
可
能
で
あ
る
の
か
検
討
し
て

い
く
こ
と
に
す
る
。

⑴

旧
法
に
お
け
る
議
論

旧
法
（「
公
示
催
告
及
び
仲
裁
手
続
に
関
す
る
法
律
」。
以
下
、
公

示
催
告
仲
裁
法
と
い
う
）
で
仲
裁
判
断
の
取
消
事
由
と
し
て
認
め
ら

れ
て
い
た
の
は
、
当
事
者
が
適
法
に
代
理
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
（
公

示
催
告
仲
裁
法
八
〇
一
条
一
項
三
号
）、
及
び
審
尋
さ
れ
な
か
っ
た

場
合
（
同
四
号
）
が
、
仲
裁
法
四
四
条
一
項
四
号
の
防
御
不
可
能
に

相
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。「
当
事
者
カ
仲
裁
手
続
ニ
於
テ
法
律
ノ

規
定
ニ
従
ヒ
代
理
セ
サ
ル
ト
キ
」（
公
示
催
告
仲
裁
法
八
〇
一
条
一

項
三
号
）
は
、
判
決
手
続
に
お
け
る
絶
対
的
上
告
理
由
（
民
訴
法
三

一
二
条
二
項
）
や
再
審
事
由
（
同
三
三
八
条
一
項
三
号
）
と
同
趣
旨

の
規
定
で
あ
り
、
そ
の
具
体
的
内
容
と
し
て
は
「
イ
当
事
者
が
仲
裁

に
お
け
る
攻
撃
防
禦
の
た
め
代
理
を
必
要
と
す
る
場
合
に
お
い
て
、

⒜
代
理
人
が
存
し
な
い
ま
ま
仲
裁
判
断
が
成
立
し
た
場
合
、
⒝
代
理

人
は
存
し
た
が
代
理
人
と
し
て
仲
裁
手
続
に
関
与
す
る
機
会
が
与
え

ら
れ
な
い
ま
ま
仲
裁
判
断
が
成
立
し
た
場
合
」、「
ロ
当
事
者
が
仲
裁

手
続
の
追
行
を
代
理
人
に
委
任
し
た
場
合
に
お
い
て
、
こ
の
代
理
人

が
仲
裁
手
続
に
関
与
す
る
機
会
を
与
え
ら
れ
な
い
ま
ま
仲
裁
判
断
が

成
立
し
た
場
合
、
ハ
当
事
者
み
ず
か
ら
仲
裁
手
続
に
関
与
す
べ
き
場

合
に
お
い
て
、
関
与
す
る
機
会
を
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
場
合
」
を
い

う
と
さ
れ
た
（

）。
し
か
し
、
こ
れ
の
み
な
ら
ず
、
本
号
は
、
当
事
者
の

8

手
続
関
与
権
を
も
保
障
し
て
い
る
と
解
さ
れ
て
お
り
、
仲
裁
手
続
に

お
い
て
当
事
者
に
主
張
立
証
の
機
会
が
保
障
さ
れ
ず
に
仲
裁
判
断
が

行
わ
れ
た
場
合
も
、
本
号
に
よ
り
仲
裁
判
断
の
取
消
し
が
可
能
に
な

る
と
解
さ
れ
て
い
た
（

）。
そ
う
す
る
と
、「
仲
裁
手
続
ニ
於
テ
当
事
者

9

ヲ
審
訊
セ
サ
リ
シ
ト
キ
」（
公
示
催
告
仲
裁
法
八
〇
一
条
一
項
四
号
）

と
の
関
係
が
問
題
に
な
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
審
尋
を
欠
く
仲

裁
判
断
で
あ
っ
て
も
当
事
者
間
で
合
意
が
あ
る
場
合
に
は
、
取
り
消

す
こ
と
が
で
き
な
い
（
公
示
催
告
仲
裁
法
八
〇
一
条
二
項
）
の
に
対

し
て
、
三
号
の
場
合
に
は
合
意
に
よ
る
排
除
が
認
め
ら
れ
な
い
と
さ

れ
て
い
る
た
め
、
手
続
保
障
権
の
確
保
に
資
す
る
と
さ
れ
た
（

）。
10

三
号
か
ら
導
か
れ
る
手
続
保
障
権
の
例
と
し
て
は
、
被
申
立
人
終

始
欠
席
の
ま
ま
仲
裁
判
断
が
な
さ
れ
た
が
、
実
は
期
日
の
通
知
に
瑕

疵
が
あ
っ
た
場
合
が
挙
げ
ら
れ
て
い
た
（

）。
ま
た
、
四
号
に
つ
い
て
は
、

11

審
尋
日
時
へ
の
呼
出
が
短
す
ぎ
て
、
当
事
者
が
こ
れ
を
正
当
な
理
由
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に
よ
っ
て
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
も
含
ま
れ
る
と
さ
れ
て

い
た
（

）。
四
号
に
違
反
し
た
場
合
と
し
て
、
当
事
者
の
一
方
の
意
見
が

12
す
で
に
判
明
し
て
い
る
と
し
て
、
そ
の
者
の
意
見
を
聴
か
な
か
っ
た

仲
裁
判
断
を
取
り
消
し
た
裁
判
例
が
あ
る
（

）。
13

な
お
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
条
約
五
条
一
項
⒝
に
関
す
る
裁
判
例
で
は

あ
る
が
、
仲
裁
手
続
に
お
け
る
防
御
権
が
問
題
と
な
っ
た
事
案
と
し

て
、
大
阪
地
判
昭
和
五
八
年
四
月
二
二
日
が
あ
る
（

）。
こ
の
事
件
は
、

14

債
務
者
が
仲
裁
手
続
に
お
い
て
正
式
に
代
理
人
を
選
任
し
て
い
な
い

に
も
か
か
わ
ら
ず
債
務
者
の
代
理
人
と
称
す
る
者
に
よ
っ
て
手
続
が

追
行
さ
れ
た
た
め
防
御
権
の
保
障
が
確
保
さ
れ
て
い
な
い
と
し
て
、

同
条
約
五
条
一
項
⒝
の
定
め
る
承
認
拒
絶
事
由
が
あ
る
と
債
務
者
が

主
張
し
た
事
案
で
あ
る
。
裁
判
所
は
、
本
人
及
び
代
理
人
に
審
問
の

機
会
が
保
障
さ
れ
て
い
た
と
し
て
執
行
を
認
め
た
。

⑵

仲
裁
法
に
お
け
る
議
論

立
法
担
当
者
の
解
説
に
よ
る
と
、
仲
裁
法
四
四
条
一
項
四
号
に
い

う
防
御
不
可
能
と
は
、「
仲
裁
手
続
に
お
い
て
、
当
事
者
が
主
張
立

証
の
機
会
を
十
分
与
え
ら
れ
ず
、
手
続
保
障
を
欠
く
と
認
め
ら
れ
る

場
合
を
、
取
消
原
因
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
手
続
保
障
を
欠
く
場
合

に
は
、
仲
裁
判
断
の
拘
束
力
を
正
当
化
す
る
根
拠
を
欠
く
こ
と
に
な

る
か
ら
で
あ
る
。」
と
し
、
手
続
保
障
違
反
を
指
す
と
し
て
い
る
（

）。
15

現
行
法
に
関
す
る
文
献
で
は
、
た
と
え
ば
、「
当
事
者
が
証
拠
調
べ

の
手
続
に
参
加
す
る
機
会
が
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
、
あ
る
い
は
仲
裁

廷
で
提
出
さ
れ
た
鑑
定
人
の
報
告
書
に
対
し
て
当
事
者
が
意
見
を
述

べ
る
機
会
が
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
」
場
合
（

）、「
仲
裁
手
続
に
お
け
る

16

代
理
人
の
代
理
権
が
欠
け
て
い
た
場
合
、
当
事
者
の
主
張
や
証
拠
提

出
を
仲
裁
廷
が
不
当
に
却
下
し
た
場
合
、
当
事
者
の
提
出
し
た
主
張

や
証
拠
等
を
相
手
方
に
知
ら
せ
な
か
っ
た
場
合
｣
（

）、「
仲
裁
手
続
法
上

17

必
要
と
さ
れ
る
通
知
を
受
け
な
か
っ
た
こ
と
｣
（

）
が
例
と
し
て
挙
げ
ら

18

れ
て
い
る
。

２

公
序
に
反
す
る
こ
と

そ
れ
で
は
、
仲
裁
法
が
定
め
る
公
序
（
仲
裁
法
四
四
条
一
項
八

号
）
に
は
ど
の
よ
う
な
内
容
が
含
ま
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
具
体
的

に
は
、
本
件
で
申
立
人
が
取
消
事
由
に
当
た
る
と
し
て
い
る
、
事
実

認
定
又
は
法
的
判
断
が
不
合
理
で
あ
る
こ
と
、
あ
る
い
は
、
損
害
賠

償
額
が
高
額
で
あ
る
こ
と
が
公
序
に
該
当
す
る
か
が
問
題
と
な
る
。

⑴

旧
法
の
状
況

旧
法
（
公
示
催
告
仲
裁
法
）
で
は
、「
仲
裁
判
断
カ
法
律
上
禁
止

ノ
行
為
ヲ
為
ス
可
キ
旨
ヲ
当
事
者
ニ
言
渡
シ
タ
ル
ト
キ
」（
公
示
催

告
仲
裁
法
八
〇
一
条
一
項
二
号
）
が
、
仲
裁
法
四
四
条
一
項
八
号
に

相
当
す
る
。
法
律
上
禁
止
さ
れ
る
行
為
と
は
、
当
該
行
為
を
認
め
る

こ
と
が
著
し
く
社
会
的
に
妥
当
性
を
欠
く
も
の
と
さ
れ
、
と
く
に
公

序
違
反
を
さ
す
と
説
か
れ
る
（

）。
そ
の
根
拠
と
し
て
、
仲
裁
は
当
事
者

19

判 例 研 究

119



間
の
合
意
に
基
づ
く
自
主
的
紛
争
解
決
手
段
で
あ
る
が
、
仲
裁
判
断

の
内
容
が
公
序
に
反
す
る
と
き
に
は
当
事
者
に
任
せ
る
こ
と
の
で
き

る
範
囲
を
超
え
る
た
め
、
仲
裁
判
断
は
そ
の
根
拠
を
欠
く
こ
と
に
な

る
と
説
か
れ
る
（

）。
公
序
に
反
す
る
場
合
と
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
場

20

合
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
（

）。
す
な
わ
ち
、
禁
制
品
の
引
渡
を
命
じ
る
場

21

合
、
賭
博
の
賭
金
の
支
払
い
を
命
じ
る
場
合
、
輸
出
入
取
引
法
な
ど

経
済
取
引
を
規
制
す
る
法
律
に
よ
り
禁
止
さ
れ
た
行
為
の
対
価
と
し

て
金
銭
の
給
付
を
命
じ
る
場
合
、
婚
姻
契
約
の
締
結
を
命
ず
る
場
合
、

夫
婦
の
同
居
を
命
ず
る
場
合
、
株
主
総
会
で
特
定
内
容
の
投
票
を
行

う
こ
と
を
命
ず
る
場
合
、
で
あ
る
。

他
方
、
た
ん
な
る
実
体
法
違
背
は
公
序
に
該
当
し
な
い
と
解
さ
れ
（

）、
22

強
行
法
規
違
反
も
す
べ
て
の
場
合
が
取
消
事
由
に
該
当
す
る
の
で
は

な
く
、
た
ん
に
当
事
者
の
私
益
を
保
護
す
る
に
す
ぎ
な
い
場
合
に
は

該
当
し
な
い
と
説
か
れ
て
い
た
（

）。
ま
た
、
判
断
の
結
果
が
当
事
者
の

23

一
方
に
不
公
平
で
あ
る
こ
と
も
、
基
本
的
に
は
公
序
と
な
ら
な
い
と

さ
れ
て
い
た
（

）。
24

手
続
的
公
序
が
本
号
に
含
ま
れ
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
議
論
が

あ
っ
た
が
、
条
文
の
文
言
（「
法
律
上
禁
止
ノ
行
為
ヲ
為
ス
可
キ
旨

ヲ
当
事
者
ニ
言
渡
シ
タ
ル
」）
と
乖
離
す
る
こ
と
、
ま
た
、
他
の
取

消
事
由
に
よ
っ
て
カ
バ
ー
さ
れ
る
こ
と
、
か
ら
否
定
説
が
多
数
を
占

め
て
い
た
と
い
え
る
（

）。
25

⑵

仲
裁
法
で
の
議
論

仲
裁
法
が
定
め
る
取
消
事
由
と
し
て
の
公
序
（
仲
裁
法
四
四
条
一

項
八
号
）
に
は
、
実
体
的
公
序
と
手
続
的
公
序
の
双
方
が
含
ま
れ
る

と
解
す
る
立
場
が
多
数
を
占
め
る
と
考
え
ら
れ
る
（

）。
そ
の
根
拠
と
し

26

て
、
モ
デ
ル
法
の
一
般
的
解
釈
と
し
て
こ
の
よ
う
に
解
さ
れ
て
い
る

こ
と
、
ま
た
、
旧
民
訴
法
二
〇
〇
条
三
号
が
規
定
し
て
い
た
公
序
に

手
続
的
公
序
も
含
ま
れ
る
と
す
る
の
が
通
説
・
判
例
（

）の
立
場
で
あ
っ

27

た
こ
と
が
説
か
れ
る
（

）。
し
か
し
、
こ
れ
に
対
し
て
、
手
続
的
公
序
を

28

八
号
に
含
ま
せ
る
べ
き
で
な
い
と
す
る
意
見
も
有
力
に
主
張
さ
れ
て

い
る
（

）。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
公
序
条
項
に
よ
ら
な
く
て
も
他
の
取

29
消
事
由
に
よ
っ
て
カ
バ
ー
さ
れ
る
こ
と
、
ま
た
、
条
文
が
「
仲
裁
判

断
の
内
容
」
と
し
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

多
数
説
の
よ
う
に
両
者
の
公
序
が
含
ま
れ
る
と
す
る
と
、
四
四
条

一
項
三
号
及
び
四
号
の
取
消
事
由
と
八
号
の
取
消
事
由
と
が
重
複
す

る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
三
号
及
び
四
号
の
取
消
事
由

は
当
事
者
が
主
張
・
立
証
を
要
す
る
が
（
同
条
六
項
）、
公
序
に
よ

る
場
合
は
裁
判
所
が
職
権
で
仲
裁
判
断
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る

点
に
両
者
の
相
違
が
あ
る
と
説
か
れ
る
（

）。
30

本
号
に
い
う
公
序
に
実
体
的
公
序
の
み
な
ら
ず
手
続
的
公
序
も
含

ま
れ
る
と
す
る
と
、
公
序
概
念
の
解
釈
に
は
、
旧
法
（
公
示
催
告
仲

裁
法
）
で
の
議
論
に
加
え
て
、
民
訴
法
一
一
八
条
三
号
の
議
論
が
参
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考
に
な
る
こ
と
に
な
る
。
仲
裁
法
に
関
す
る
文
献
で
は
、
実
体
的
公

序
違
反
の
例
と
し
て
は
、
機
密
書
類
を
盗
む
対
価
と
し
て
金
銭
の
支

払
い
を
命
ず
る
仲
裁
判
断
が
、
ま
た
、
手
続
的
公
序
違
反
の
例
と
し

て
は
、
仲
裁
人
が
収
賄
に
よ
っ
て
公
正
性
・
独
立
性
を
欠
く
場
合
が

挙
げ
ら
れ
て
い
る
（

）。
他
方
、
旧
法
に
お
け
る
と
同
様
に
、
日
本
の
強

31

行
法
規
違
反
を
も
っ
て
直
ち
に
公
序
違
反
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

と
さ
れ
て
い
る
（

）。
32

㈡

検
討

１

仲
裁
法
に
お
け
る
手
続
的
公
序
の
位
置
づ
け

ま
ず
、
手
続
的
公
序
の
位
置
づ
け
を
検
討
す
る
。
こ
の
点
に
つ
い

て
評
者
は
、
八
号
の
公
序
に
よ
る
の
で
は
な
く
、
具
体
的
な
他
の
事

由
に
よ
っ
て
処
理
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
考
え
、
少
数
有
力
説
（

）に
33

し
た
が
い
た
い
（
八
号
は
実
体
的
公
序
の
み
を
カ
バ
ー
す
る
）。
こ

の
見
解
に
し
た
が
っ
た
場
合
、
モ
デ
ル
法
の
一
般
的
解
釈
（

）と
齟
齬
が

34

生
じ
て
し
ま
う
と
の
批
判
が
あ
り
得
る
。
し
か
し
、
本
説
は
手
続
的

公
序
そ
の
も
の
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
根
拠
を
ど
こ
に

お
く
の
か
と
い
う
点
で
異
な
る
の
で
あ
り
、
モ
デ
ル
法
が
保
護
し
よ

う
と
し
て
い
る
事
項
そ
れ
自
体
は
本
説
に
よ
っ
て
も
カ
バ
ー
さ
れ
る
。

ま
た
、
仲
裁
法
の
文
言
が
「
仲
裁
判
断
の
内
容
」
と
規
定
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
実
体
的
公
序
の
み
を
対
象
と
し
て
い
る
と
解
す
る
方
が

文
理
に
忠
実
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
元
来
モ
デ
ル
法
は
採
択
国
で
の

マ
イ
ナ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を
排
除
し
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
我
が
国
で
直
接

効
力
を
有
し
て
い
な
い
モ
デ
ル
法
の
解
釈
を
優
先
さ
せ
る
よ
り
も
、

む
し
ろ
仲
裁
法
の
文
言
を
重
視
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

つ
ぎ
に
、
旧
民
訴
法
二
〇
〇
条
三
号
に
お
け
る
通
説
・
判
例
の
立

場
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
考
え
る
。
旧
民
訴
法
二
〇

〇
条
三
号
の
文
言
は
、「
外
国
裁
判
所
ノ
判
決
カ
日
本
ニ
於
ケ
ル
公

ノ
秩
序
又
ハ
善
良
ノ
風
俗
ニ
反
セ
サ
ル
コ
ト
」
と
な
っ
て
お
り
、
文

言
上
は
手
続
的
公
序
を
含
ま
せ
る
こ
と
に
大
き
な
障
害
は
な
か
っ
た

と
い
え
る
。
他
方
、
旧
民
訴
法
二
〇
〇
条
二
号
は
、「
敗
訴
ノ
被
告

カ
日
本
人
ナ
ル
場
合
ニ
於
テ
公
示
送
達
ニ
依
ラ
ス
シ
テ
訴
訟
ノ
開
始

ニ
必
要
ナ
ル
呼
出
若
ハ
命
令
ノ
送
達
ヲ
受
ケ
タ
ル
コ
ト
又
ハ
之
ヲ
受

ケ
サ
ル
モ
応
訴
シ
タ
ル
コ
ト
」（
現
一
一
八
条
二
号
に
相
当
）
と
規

定
し
て
、
判
決
国
で
の
手
続
開
始
時
に
お
け
る
被
告
の
防
御
権
を
確

保
さ
せ
る
た
め
に
送
達
要
件
を
お
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う

に
、
手
続
開
始
時
点
に
お
け
る
手
続
保
障
に
絞
っ
た
明
文
規
定
が
お

か
れ
て
い
る
こ
と
と
の
関
係
で
は
、
手
続
開
始
後
全
般
に
わ
た
る
手

続
保
障
の
問
題
は
、
解
釈
で
同
じ
条
項
の
な
か
で
扱
う
よ
り
も
よ
り

一
般
化
し
た
規
定
（
公
序
）
に
よ
る
方
が
合
理
的
と
考
え
る
こ
と
も

で
き
よ
う
。
こ
れ
に
対
し
て
、
仲
裁
法
は
、
四
四
条
一
項
三
号
で
手

続
開
始
時
の
手
続
保
障
（
通
知
）
を
、
そ
し
て
同
四
号
で
手
続
全
般

の
防
御
権
を
問
題
に
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
八
号
を
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持
ち
出
す
必
要
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

さ
ら
に
、
八
号
の
公
序
概
念
の
明
確
化
と
い
う
観
点
か
ら
も
、
本

説
を
支
持
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
（

）。
仲
裁
法

35

は
、
国
際
仲
裁
と
国
内
仲
裁
の
双
方
を
カ
バ
ー
す
る
形
で
規
律
し
て

い
る
が
、
公
序
の
概
念
は
国
内
事
案
と
考
え
ら
れ
る
仲
裁
の
場
合
と
、

渉
外
性
を
有
す
る
場
合
と
で
は
自
ず
と
異
な
っ
て
こ
よ
う
。
た
と
え

ば
、
国
内
の
強
行
法
規
に
反
す
る
仲
裁
判
断
が
下
さ
れ
た
場
合
、
国

内
事
案
で
は
国
内
の
裁
判
手
続
に
お
い
て
適
用
さ
れ
る
強
行
法
規
を

潜
脱
す
る
こ
と
に
な
ら
な
い
か
と
い
う
点
を
意
識
せ
ざ
る
を
得
な
い

と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
渉
外
事
案
で
は
、
各
国
の
国
内
公

序
概
念
を
相
対
的
に
捉
え
直
す
こ
と
に
な
る
た
め
、
よ
り
寛
容
な
公

序
概
念
を
設
定
す
る
こ
と
に
な
る
（

）。
仲
裁
法
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な

36

実
体
的
公
序
概
念
の
広
が
り
に
加
え
て
、
さ
ら
に
内
容
の
異
な
る
手

続
的
公
序
を
本
号
に
含
ま
せ
る
よ
り
も
、
よ
り
具
体
的
な
事
由
（
三

号
、
四
号
、
六
号
）
に
お
い
て
解
釈
を
行
う
方
が
公
序
要
件
の
明
確

化
を
図
る
観
点
か
ら
は
好
ま
し
い
。
立
法
担
当
者
が
、
手
続
的
公
序

の
例
と
し
て
挙
げ
て
い
る
、
証
人
の
偽
証
、
仲
裁
人
の
収
賄
授
受

（
一
方
の
当
事
者
か
ら
便
宜
を
受
け
た
こ
と
）
に
つ
い
て
は
（

）、
四
号

37

の
防
御
不
能
、
あ
る
い
は
六
号
の
仲
裁
廷
の
構
成
又
は
仲
裁
手
続
の

法
令
違
反
に
よ
っ
て
対
処
す
る
こ
と
が
可
能
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

る
。

こ
の
よ
う
に
手
続
的
公
序
は
仲
裁
法
四
四
条
一
項
八
号
の
定
め
る

公
序
か
ら
外
れ
る
と
な
る
と
、
当
事
者
が
手
続
的
公
序
に
反
す
る
こ

と
を
主
張
立
証
し
な
い
と
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
（
四
四

条
六
項
）、
多
数
説
に
よ
る
場
合
よ
り
も
裁
判
所
の
審
査
の
機
会
が

減
少
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
当
事
者
が
自
ら
選

択
し
た
私
的
手
続
に
よ
っ
て
紛
争
解
決
を
目
指
し
た
こ
と
か
ら
す
れ

ば
、
裁
判
所
の
介
入
が
で
き
る
だ
け
謙
抑
的
に
な
さ
れ
る
こ
と
も
甘

受
し
て
い
る
と
い
え
る
。
つ
ま
り
、
手
続
上
の
過
誤
に
関
す
る
当
事

者
の
任
意
処
分
性
の
度
合
い
も
強
ま
る
と
考
え
、
こ
の
よ
う
な
扱
い

も
許
さ
れ
る
と
解
す
る
。

本
決
定
は
、「
仲
裁
判
断
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
る
法
的
結
果
が
日

本
に
お
け
る
公
序
良
俗
に
反
す
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
の
み
、
仲

裁
判
断
の
取
消
し
を
認
め
る
」
と
し
て
い
る
が
、
手
続
的
公
序
を
排

除
す
る
趣
旨
か
ど
う
か
は
必
ず
し
も
定
か
で
は
な
い
。
決
定
要
旨
中

の
「
法
的
結
果
」
の
部
分
を
重
視
す
れ
ば
実
体
的
公
序
の
み
が
含
ま

れ
る
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
解
す
る
場
合
に
は
、

「
事
実
認
定
又
は
法
的
判
断
が
不
合
理
で
あ
る
」
と
い
う
事
由
は
そ

も
そ
も
八
号
に
入
っ
て
こ
な
い
こ
と
に
な
る
。
別
の
考
え
と
し
て
、

「
仲
裁
判
断
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
る
法
的
結
果
」
と
述
べ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
八
号
に
は
結
論
を
導
き
出
す
プ
ロ
セ
ス
も
含
ま
れ
る
も
の

の
「
事
実
認
定
又
は
法
的
判
断
が
不
合
理
で
あ
る
」
場
合
は
、
取
消
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事
由
に
該
当
し
な
い
と
い
う
趣
旨
と
も
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

防
御
不
能
、
事
実
認
定
及
び
法
的
判
断
の
不
合
理
性
の
問
題

申
立
人
は
、
防
御
不
能
、
事
実
認
定
及
び
法
的
判
断
の
不
合
理
性

を
取
消
事
由
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。
本
決
定
は
、
い
ず
れ
も
仲
裁
法

四
四
条
一
項
四
号
、
八
号
に
定
め
る
取
消
事
由
に
該
当
し
な
い
と
し

て
い
る
。
評
者
は
、
手
続
的
公
序
は
仲
裁
法
四
四
条
一
項
四
号
の
み

に
含
ま
れ
る
と
考
え
る
が
、
四
号
に
よ
る
か
八
号
に
よ
る
か
は
と
も

か
く
、
取
消
事
由
に
該
当
し
な
い
と
し
た
結
論
は
支
持
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

ま
ず
、
裁
判
所
が
正
当
に
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
仲
裁
手
続
は
当

事
者
の
合
意
を
基
礎
と
す
る
裁
判
外
紛
争
手
続
で
あ
り
、
上
訴
手
続

が
予
定
さ
れ
て
い
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
判
断
は
最
終
的
な
も
の

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
仲
裁
法
四
条
が
、
仲
裁
手

続
に
つ
い
て
は
、
裁
判
所
は
仲
裁
法
が
規
定
す
る
場
合
に
の
み
権
限

を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
仲
裁
判
断

は
で
き
る
限
り
尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
し
た

が
っ
て
、
取
消
事
由
と
し
て
の
手
続
的
公
序
は
、
仲
裁
判
断
を
可
及

的
に
安
定
さ
せ
る
と
い
う
要
請
か
ら
、
重
大
な
手
続
保
障
違
反
の
み

を
対
象
と
す
る
と
解
す
る
（

）。
38

本
件
で
主
張
さ
れ
た
防
御
不
能
の
問
題
に
つ
い
て
み
て
み
る
と
、

申
立
人
は
、
台
湾
法
上
の
警
告
義
務
が
存
在
す
る
こ
と
、
そ
し
て
こ

の
義
務
と
損
害
と
の
因
果
関
係
が
問
題
と
な
る
こ
と
を
仲
裁
手
続
に

お
い
て
認
識
し
て
い
な
か
っ
た
と
し
て
、
四
号
の
防
御
不
能
を
仲
裁

判
断
の
取
消
事
由
と
し
て
主
張
し
て
い
る
。
し
か
し
、
裁
判
所
の
認

定
に
よ
る
と
、
仲
裁
手
続
に
お
い
て
相
手
方
は
こ
の
争
点
を
主
張
し

て
い
た
と
さ
れ
て
お
り
、
申
立
人
は
こ
の
争
点
を
ま
っ
た
く
認
識
し

て
い
な
か
っ
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
本
号
の
取

消
事
由
に
該
当
し
な
い
と
考
え
ら
れ
、
裁
判
所
の
判
断
は
適
切
で
あ

る
。ま

た
申
立
人
は
、
仲
裁
廷
の
事
実
認
定
及
び
法
的
判
断
は
不
合
理

で
あ
り
、
公
序
に
反
す
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
種
の
事
由
は
、
抽
象

性
が
高
い
た
め
、
仲
裁
判
断
に
不
服
の
あ
る
当
事
者
が
手
続
違
反
と

し
て
最
も
主
張
す
る
可
能
性
の
高
い
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の

よ
う
な
事
由
を
取
消
事
由
と
し
て
認
め
て
し
ま
う
と
、
仲
裁
手
続
の

メ
リ
ッ
ト
の
一
つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
迅
速
な
紛
争
解
決
手
段
と
し

て
の
機
能
を
実
現
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
る
。
ま
た
、
当
事
者
は
自

己
の
意
思
で
仲
裁
手
続
を
紛
争
解
決
手
段
と
し
て
選
択
し
て
い
る
以

上
、
そ
の
制
度
に
伴
う
制
約
を
甘
受
す
べ
き
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ

の
よ
う
な
事
由
が
取
消
事
由
に
該
当
し
な
い
こ
と
は
、
旧
法
下
に
お

い
て
も
認
め
ら
れ
て
い
た
し
（

）、
現
行
法
の
解
釈
と
し
て
も
こ
れ
と
異

39

な
る
解
釈
を
す
る
必
要
は
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、

公
序
に
反
し
な
い
と
し
た
裁
判
所
の
判
断
は
適
切
で
あ
る
と
考
え
る
。
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３

高
額
な
賠
償
額

賠
償
額
が
高
額
で
あ
る
こ
と
が
、
仲
裁
法
四
四
条
一
項
八
号
に
い

う
（
実
体
的
）
公
序
違
反
と
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
懲
罰
的
損
害
賠

償
を
命
ず
る
仲
裁
判
断
の
執
行
が
認
め
ら
れ
る
か
否
か
は
議
論
の
あ

る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
（

）、
本
件
は
そ
れ
に
は
該
当
し
な
い
。
ま
た
、

40

「
相
手
方
は
、
本
件
火
災
事
故
に
よ
っ
て
実
際
に
生
じ
た
損
害
に
つ

い
て
再
保
険
金
を
支
払
い
、
そ
の
額
を
申
立
人
に
請
求
し
、
本
件
仲

裁
廷
は
、
相
手
方
の
請
求
の
範
囲
内
で
本
件
仲
裁
判
断
を
し
て
い

る
」
と
い
う
こ
と
か
ら
す
る
と
、
工
場
が
全
壊
し
た
こ
と
か
ら
実
損

害
額
が
高
額
と
な
っ
た
た
め
賠
償
額
も
高
額
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と

で
あ
り
、
公
序
に
反
し
な
い
と
し
た
裁
判
所
の
判
断
は
適
切
で
あ
っ

た
と
考
え
る
。

五

期
間
制
限

仲
裁
法
四
四
条
二
項
は
、
仲
裁
判
断
の
通
知
を
受
け
た
日
か
ら
三

ヶ
月
を
経
過
し
た
場
合
、
又
は
仲
裁
判
断
の
執
行
許
可
決
定
が
下
さ

れ
た
場
合
に
は
、
仲
裁
判
断
の
取
消
し
の
申
立
て
を
行
う
こ
と
が
で

き
な
い
と
規
定
す
る
。
ま
た
、
モ
デ
ル
法
三
四
条
三
項
も
同
様
の
規

定
を
お
い
て
い
る
（

）。
41

立
法
担
当
者
の
説
明
に
よ
る
と
、
三
ヶ
月
の
期
間
制
限
を
設
け
た

趣
旨
は
、
仲
裁
判
断
が
下
さ
れ
た
後
の
当
事
者
間
の
権
利
義
務
関
係

を
早
期
に
安
定
さ
せ
る
た
め
で
あ
る
と
し
て
い
る
（

）。
ま
た
、
こ
の
期

42

間
は
不
変
期
間
で
あ
る
と
し
、
仲
裁
法
一
〇
条
に
よ
り
民
訴
法
九
七

条
が
準
用
さ
れ
、
当
事
者
の
責
に
帰
す
べ
き
事
由
が
な
い
場
合
に
は

追
完
が
認
め
ら
れ
る
と
さ
れ
る
（

）。
43

こ
の
よ
う
に
同
条
の
立
法
趣
旨
が
手
続
の
早
期
の
安
定
化
を
図
る

こ
と
に
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
取
消
事
由
を
小
出
し
に
し
て
手
続
の

引
き
延
ば
し
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
取
消
事
由
を
追
加
的
に
主
張
す
る

場
合
で
あ
っ
て
も
最
初
の
取
消
事
由
申
立
期
間
内
に
な
さ
れ
る
必
要

が
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
し
、
ま
た
、
こ
の
よ
う
に
解
し
て
も
、

場
合
に
よ
っ
て
は
追
完
が
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
救
済
は
可
能
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
件
に
お
い
て
、
仲
裁
法
四
四
条
二
項
の
期

間
制
限
に
よ
り
、
取
消
事
由
の
追
加
主
張
が
認
め
ら
れ
な
い
と
し
た

こ
と
に
つ
い
て
は
、
妥
当
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

六

結
論

以
上
に
述
べ
た
こ
と
か
ら
、
本
決
定
の
結
論
に
賛
成
す
る
（

）。
44

（

）
旧
法
が
有
し
て
い
た
問
題
点
と
し
て
は
い
く
つ
か
の
点
が
指
摘

1さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
う
ち
の
一
つ
と
し
て
、
取
消
事
由
が
広
く
認

め
ら
れ
仲
裁
判
断
が
不
安
定
な
状
況
に
置
か
れ
て
い
た
点
が
あ
っ
た
。

そ
の
他
に
、
国
際
化
へ
の
対
応
不
足
、
仲
裁
合
意
に
書
面
が
要
求
さ
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れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
、
仲
裁
人
を
原
則
と
し
て
二
名
と
し
て
い
た

こ
と
、
仲
裁
判
断
を
執
行
す
る
た
め
の
要
件
及
び
手
続
が
厳
格
で

あ
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
た
。三
木
浩
一
＝
山
本
和
彦
編『
新
仲

裁
法
の
理
論
と
実
務
（
ジ
ュ
リ
ス
ト
増
刊
）』
五
頁
〔
青
山
発
言
〕

（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
六
年
）。

（

）
し
か
し
、
モ
デ
ル
法
と
我
が
国
の
仲
裁
法
と
は
若
干
の
相
違
が

2あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
山
本
和
彦
＝
山
田
文
『
Ａ
Ｄ
Ｒ
仲
裁

法
』
二
七
七
頁
（
日
本
評
論
社
、
二
〇
〇
八
年
）
を
参
照
。

（

）
昭
和
三
六
年
七
月
一
四
日
条
約
第
一
〇
号
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
条

3約
の
締
約
国
は
、
二
〇
一
二
年
二
月
一
八
日
現
在
、
一
四
六
ヶ
国
と

さ
れ
て
い
る
。
http://treaties.un.org/pages/V
iew
D
etails.

aspx?src=T
REA
T
Y
&
m
tdsg_no=X
XⅡ
-1&
chapter=22&
lang

=en
を
参
照
。
な
お
、
我
が
国
は
、
外
国
仲
裁
判
断
の
承
認
に
つ

い
て
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
条
約
の
ほ
か
に
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
条
約
を
締

結
し
て
い
る
。
両
者
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
条
約

七
条
二
項
に
よ
り
、
同
条
約
が
優
先
す
る
。

（

）
近
藤
昌
昭
ほ
か
『
仲
裁
法
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
』
二
四
二
頁
（
商

4事
法
務
、
二
〇
〇
三
年
）
に
は
、
仲
裁
判
断
の
取
消
事
由
に
関
す
る

仲
裁
法
四
四
条
、
モ
デ
ル
法
三
四
条
及
び
外
国
仲
裁
判
断
の
承
認
拒

絶
事
由
を
定
め
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
条
約
五
条
の
対
照
表
が
あ
る
。

な
お
、
モ
デ
ル
法
の
定
め
る
仲
裁
判
断
取
消
事
由
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
条
約
の
定
め
る
外
国
仲
裁
判
断
の
承
認
拒
絶
と
一
致
す
る
点
に
つ

い
て
、
モ
デ
ル
法
三
四
条
の
解
説
に
議
論
の
経
過
が
示
さ
れ
て
い
る
。

モ
デ
ル
法
三
四
条
二
項
⒜
ⅱ
は
、
仲
裁
判
断
の
取
消
事
由
と
し
て

「
申
立
を
し
た
当
事
者
が
、
仲
裁
人
の
選
定
も
し
く
は
仲
裁
手
続
に

つ
い
て
適
当
な
通
知
を
受
け
な
か
っ
た
こ
と
、
又
は
そ
の
他
の
理
由

に
よ
り
主
張
、
立
証
が
不
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
」
と
し
て
い
る
（
訳

は
、
近
藤
ほ
か
・
前
掲
二
四
三
頁
に
し
た
が
っ
た
）。
こ
の
条
文
の

作
成
に
当
た
っ
て
は
、
各
国
か
ら
様
々
な
追
加
提
案
が
あ
っ
た
が
、

諮
問
委
員
会
（
the
Com
m
ission）
は
、
最
終
的
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
条
約
の
定
め
る
承
認
拒
絶
事
由
に
一
致
さ
せ
る
と
結
論
づ
け
た
。

H
oltzm
ann/N
euhaus,A
Guide
to
the
U
N
CIT
RA
L
M
odel

Law
on
International
Com
m
ercial
A
rbitration,
at
912-5

(1989).そ
れ
に
よ
る
と
、
モ
デ
ル
法
の
取
消
事
由
を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
条
約
の
定
め
る
承
認
拒
絶
事
由
と
一
致
さ
せ
た
狙
い
は
、
仲
裁
地

の
重
要
性
を
低
下
さ
せ
る
と
い
う
モ
デ
ル
法
の
基
本
政
策
（
basic

policy）
を
促
す
こ
と
に
あ
る
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
仲
裁
地
で
取

り
消
さ
れ
た
仲
裁
判
断
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
条
約
の
下
で
は
執
行
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
取
消
事
由
と
承
認
拒
絶
事
由
と
が
異
な
る

場
合
に
は
、
仲
裁
地
が
定
め
る
ロ
ー
カ
ル
な
取
消
事
由
が
重
要
性
を

増
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
と
説
か
れ
て
い
る
（
ibid,

at
915）。
な
お
、
近
時
、
取
り
消
さ
れ
た
仲
裁
判
断
を
承
認
す
る

こ
と
が
で
き
る
か
否
か
が
、
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
点

に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
、
小
川
和
茂
「
取
り
消
さ
れ
た
仲
裁
判
断

の
承
認
執
行
」
日
本
国
際
経
済
法
学
会
年
報
一
六
号
一
七
二
頁
（
二

〇
〇
七
年
）、
中
野
俊
一
郎
「
国
際
仲
裁
に
お
け
る
仲
裁
判
断
の
取
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消
し
」『
民
事
手
続
法
学
の
新
た
な
地
平
（
青
山
善
充
先
生
古
稀
）』

一
一
五
一
頁
（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
九
年
）、
中
村
達
也
「
取
り
消
さ

れ
た
仲
裁
判
断
の
国
際
的
効
力
」『
現
代
先
端
法
学
の
展
開
（
田
島

裕
教
授
記
念
）』
五
五
一
頁
（
信
山
社
、
二
〇
〇
一
年
）
な
ど
を
参

照
。

（

）
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
条
約
の
各
締
約
国
裁
判
所
が
同
条
約
を
適
用
し

5た
事
件
に
つ
い
て
は
、
Y
earbook:Com
m
ercialA
rbitration
の
、

PartⅤ

-A
.Court
D
ecisions
on
the
N
ew
Y
ork
Convention

1958
が
収
録
し
て
お
り
有
用
で
あ
る
。
ま
た
、
モ
デ
ル
法
の
各
採

択
国
裁
判
所
が
モ
デ
ル
法
を
適
用
し
た
事
件
に
つ
い
て
は
、

Y
earbook:
Com
m
ercial
A
rbitration
の
、
PartⅡ

-C.Court

D
ecisions
A
pplying
the
U
N
CIT
RA
L
M
odelLaw
が
三
〇
巻

（
二
〇
〇
五
年
）
ま
で
収
録
し
て
お
り
、
そ
れ
以
降
は
w
w
w
.

uncitral.org
に
あ
る
ケ
ー
ス
・
ロ
ー
（
CLO
U
T
）
の
箇
所
で
参

照
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
See
also
K
urkela/T
urunen,D
ue

Process
in
International
Com
m
ercial
A
rbitration,
at
20

(2nd
ed.2010).

（

）
小
島
武
司
＝
高
桑
昭
編
『
注
釈
と
論
点
仲
裁
法
』
二
五
二
頁

6〔
早
川
吉
尚
〕（
青
林
書
院
、
二
〇
〇
七
年
）。

（

）
中
野
・
前
掲
注
（
４
）
一
一
四
二
頁
。

7
（

）
小
山
昇
『
仲
裁
法
〔
新
版
〕』
二
〇
七
頁
（
有
斐
閣
、
一
九
八

8三
年
）。

（

）
小
島
武
司
＝
高
桑
昭
編
『
注
解
仲
裁
法
』
一
九
〇
頁
〔
吉
村
徳

9

重
〕（
青
林
書
院
、
一
九
八
八
年
）、
小
島
武
司
『
仲
裁
法
』
三
四
六

頁
（
青
林
書
院
、
二
〇
〇
〇
年
）、
小
山
・
前
掲
注
（
８
）
二
〇
七

頁
、
斎
藤
秀
夫
ほ
か
編
『
注
解
民
事
訴
訟
法
〔
第
二
版
〕
⑾
』
五
四

八
頁
〔
河
野
正
憲
〕（
第
一
法
規
出
版
、
一
九
九
六
年
）、
谷
口
安
平

＝
井
上
治
典
編
『
新
・
判
例
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
⑹
』
七
一
五
頁
〔
青

山
善
充
〕（
三
省
堂
、
一
九
九
五
年
）。

（

）
小
島
＝
高
桑
編
・
前
掲
注
（
９
）
一
九
〇
頁
〔
吉
村
〕、
小

10島
・
前
掲
注
（
９
）
三
四
六
頁
、
小
山
・
前
掲
注
（
８
）
二
〇
七
頁
、

斎
藤
ほ
か
編
・
前
掲
注
（
９
）
五
四
九
頁
〔
河
野
〕。

（

）
谷
口
＝
井
上
編
・
前
掲
注
（
９
）
七
一
五
頁
〔
青
山
〕。

11
（

）
小
島
＝
高
桑
編
・
前
掲
注
（
９
）
一
九
一
頁
〔
吉
村
〕。

12
（

）
東
京
控
訴
院
大
正
二
年
九
月
二
二
日
法
律
新
聞
八
九
九
号
二
二

13頁
。

（

）
大
阪
地
判
昭
和
五
八
年
四
月
二
二
日
判
時
一
〇
九
〇
号
一
四
六

14頁
。
評
釈
と
し
て
、
小
林
秀
之
「
判
批
」
判
例
評
論
三
〇
一
号
四
五

頁
（
一
九
八
四
年
）。

（

）
近
藤
ほ
か
・
前
掲
注
（
４
）
二
五
二
頁
。

15
（

）
三
木
＝
山
本
編
・
前
掲
注
（
１
）
三
四
〇
頁
〔
中
村
発
言
〕。

16
（

）
山
本
＝
山
田
・
前
掲
注
（
２
）
三
三
八
頁
。

17
（

）
小
島
＝
高
桑
編
・
前
掲
注
（
６
）
二
六
二
頁
〔
高
桑
昭
〕。

18
（

）
小
島
＝
高
桑
編
・
前
掲
注
（
９
）
一
八
九
頁
〔
吉
村
〕、
小

19島
・
前
掲
注
（
９
）
三
四
一
頁
、
中
田
淳
一
『
特
別
訴
訟
手
続
（
第

一
部
）』
一
五
四
頁
（
日
本
評
論
社
、
一
九
四
〇
年
）、
松
浦
馨
＝
青
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山
善
充
編
『
現
代
仲
裁
法
の
論
点
』
三
五
六
頁
〔
谷
口
安
平
〕（
有

斐
閣
、
一
九
九
八
年
）。

（

）
小
島
＝
高
桑
編
・
前
掲
注
（
９
）
一
八
九
頁
〔
吉
村
〕、
小

20島
・
前
掲
注
（
９
）
三
四
一
頁
。

（

）
小
島
・
前
掲
注
（
９
）
三
四
二
頁
。

21
（

）
小
島
・
前
掲
注
（
９
）
三
四
三
頁
、
谷
口
＝
井
上
編
・
前
掲
注

22（
９
）
七
一
五
頁
〔
青
山
〕、
中
田
・
前
掲
注
（

）
一
五
四
頁
。

19

（

）
小
島
＝
高
桑
編
・
前
掲
注
（
９
）
一
八
九
頁
〔
吉
村
〕、
谷
口

23＝
井
上
編
・
前
掲
注
（
９
）
七
一
五
頁
〔
青
山
〕。
東
京
地
判
昭
和

四
四
年
九
月
六
日
判
時
五
八
六
号
七
三
頁
は
、
外
為
法
違
反
の
外
国

仲
裁
判
断
に
つ
い
て
公
序
良
俗
に
反
し
な
い
と
し
た
。

（

）
小
島
＝
高
桑
編
・
前
掲
注
（
９
）
一
九
〇
頁
〔
吉
村
〕、
小
島

24武
司
＝
猪
俣
孝
史
「
仲
裁
判
断
の
効
力
・
取
消
お
よ
び
執
行
判
決

（
三
）」
判
例
タ
イ
ム
ズ
七
六
四
号
一
八
頁
（
一
九
九
一
年
）。

（

）
小
島
＝
高
桑
編
・
前
掲
注
（
９
）
一
八
九
頁
〔
吉
村
〕、
小

25島
・
前
掲
注
（
９
）
三
四
二
頁
、
松
浦
＝
青
山
編
・
前
掲
注
（

）
19

三
五
八
頁
〔
谷
口
〕。
こ
れ
に
対
し
て
、
斎
藤
ほ
か
編
・
前
掲
注

（
９
）
五
四
八
頁
〔
河
野
〕
は
、
手
続
的
公
序
を
二
号
に
含
ま
せ
て

い
る
。

（

）
小
島
＝
高
桑
編
・
前
掲
注
（
６
）
二
六
四
頁
〔
高
桑
〕、
近
藤

26ほ
か
・
前
掲
注
（
４
）
二
五
三
頁
、
中
村
達
也
『
仲
裁
法
な
る
ほ
ど

Ｑ
＆
Ａ
』
一
八
八
頁
（
中
央
経
済
社
、
二
〇
〇
四
年
）、
山
本
＝
山

田
・
前
掲
注
（
２
）
三
四
〇
頁
。

（

）
兼
子
一
ほ
か
『
条
解
民
事
訴
訟
法
』
六
五
〇
頁
〔
竹
下
守
夫
〕

27（
弘
文
堂
、
一
九
八
六
年
）、
最
判
昭
和
五
八
年
六
月
七
日
民
集
三
七

巻
五
号
六
一
一
頁
。
解
説
な
ど
に
つ
い
て
は
、『
国
際
私
法
判
例
百

選
〔
新
法
対
応
補
正
版
〕』
二
〇
一
頁
〔
松
岡
博
〕（
有
斐
閣
、
二
〇

〇
七
年
）
を
参
照
。

（

）
山
本
＝
山
田
・
前
掲
注
（
２
）
三
四
〇
頁
。

28
（

）
三
木
＝
山
本
編
・
前
掲
注
（
１
）
三
四
一
か
ら
三
四
三
頁
〔
三

29木
発
言
〕。
同
三
四
二
頁
の
出
井
発
言
も
、
手
続
的
公
序
を
八
号
に

含
ま
せ
る
こ
と
に
懐
疑
的
で
あ
る
。
後
掲
注
（

）
も
参
照
。

34

（

）
三
木
＝
山
本
編
・
前
掲
注
（
１
）
三
四
二
頁
〔
中
村
発
言
〕。

30
（

）
中
村
・
前
掲
注
（

）
一
八
九
頁
。

31

26

（

）
青
山
善
充
ほ
か
「
座
談
会
・
新
仲
裁
法
の
制
定
に
つ
い
て
」
判

32例
タ
イ
ム
ズ
一
一
三
五
号
一
六
四
頁
〔
三
木
発
言
〕（
二
〇
〇
四
年
）、

小
島
＝
高
桑
編
・
前
掲
注
（
６
）
二
六
五
頁
〔
高
桑
〕。

（

）
三
木
＝
山
本
編
・
前
掲
注
（
１
）
三
四
一
か
ら
三
四
三
頁
〔
三

33木
発
言
〕、
三
四
二
頁
〔
出
井
発
言
〕。

（

）
SeeBorn,InternationalCom
m
ercialA
rbitration,vol.2,

34at2631
(2009).た
だ
し
、
ボ
ー
ン
自
身
は
、
こ
の
よ
う
な
解
釈
に

懐
疑
的
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
モ
デ
ル
法
三
四
条
二
項
⒜
ⅱ
が
定
め
る

審
問
機
会
の
保
障
以
上
の
基
準
を
設
定
す
る
必
要
は
な
い
と
い
う

（
Id,at2632）。
な
お
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
条
約
の
解
釈
に
お
い
て
も
、

デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
違
反
は
五
条
一
項
⒝
と
二
項
⒝
の
双
方
の
拒
否
事

由
に
該
当
す
る
と
解
さ
れ
て
い
る
。
See
van
den
Berg,T
he
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N
ew
Y
ork
A
rbitration
Convention
of
1958,at
300(1981);

Jana/A
rm
er/K
ranenberg,Recognition
and
Enforcem
ent

ofForeign
A
rbitralA
w
ards:A
GlobalCom
m
entary
on
the

N
ew
Y
ork
Convention,at235
(K
ronke
etal.Ed,2010).

（

）
仲
裁
法
が
制
定
さ
れ
る
前
の
議
論
で
あ
る
が
、
立
法
を
念
頭
に

35お
い
た
河
野
教
授
の
問
題
意
識
が
興
味
深
い
。
す
な
わ
ち
、「
国
際

仲
裁
と
国
内
仲
裁
と
を
共
に
規
律
の
対
象
と
す
る
場
合
に
も
、
一
般

的
に
こ
の
公
序
要
件
を
掲
げ
る
と
す
れ
ば
、
肝
心
の
仲
裁
判
断
取
消

要
件
が
極
め
て
広
い
一
般
的
な
要
件
で
定
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
適

切
で
は
な
い
。
ま
た
公
序
の
概
念
は
本
来
、
実
体
的
公
序
の
概
念
か

ら
発
達
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
仲
裁
判
断
取

消
要
件
に
〈
公
序
〉
概
念
を
そ
の
ま
ま
用
い
る
こ
と
に
は
問
題
が
多

い
」、
と
。
河
野
正
憲
「
仲
裁
判
断
の
承
認
・
執
行
と
そ
の
取
消
」

『
現
代
社
会
に
お
け
る
民
事
手
続
法
の
展
開
（
石
川
明
先
生
古
稀
）

（
下
）』
二
八
一
頁
（
商
事
法
務
、
二
〇
〇
二
年
）。

（

）
外
国
で
は
二
〇
％
前
後
の
利
息
が
課
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
得
る

36こ
と
か
ら
、
国
際
仲
裁
で
は
利
息
制
限
法
と
公
序
を
同
視
す
る
こ
と

は
必
ず
し
も
で
き
な
い
。
三
木
＝
山
本
編
・
前
掲
注
（
１
）
三
四
五

頁
に
お
け
る
〔
山
本
（
和
）
発
言
及
び
出
井
発
言
を
参
照
〕。

（

）
近
藤
ほ
か
・
前
掲
注
（
４
）
二
五
三
頁
。

37
（

）
モ
デ
ル
法
の
審
議
過
程
で
も
、
些
細
な
手
続
の
瑕
疵
（
m
inor

38defects
in
the
arbitralprocedure）
が
無
効
を
き
た
す
の
か
議

論
が
繰
り
返
し
な
さ
れ
て
い
た
。
See
H
oltzm
ann/N
euhaus,

supra
note
4,at921-2.

（

）
参
照
、
小
島
＝
高
桑
編
・
前
掲
注
（
９
）
一
八
九
頁
〔
吉
村
〕、

39小
島
・
前
掲
注
（
９
）
三
四
〇
頁
、
谷
口
＝
井
上
編
・
前
掲
注

（
９
）
七
一
五
頁
〔
青
山
〕、
中
田
・
前
掲
注
（

）
一
五
四
頁
、
松

19

浦
＝
青
山
編
・
前
掲
注
（

）
三
五
六
頁
。

19

（

）
公
序
に
反
す
る
と
説
く
の
は
、
山
本
＝
山
田
・
前
掲
注
（
２
）

40三
四
〇
頁
。
こ
れ
に
対
し
て
、
仲
裁
判
断
の
準
拠
法
と
し
て
米
国
の

法
を
選
択
し
た
場
合
に
は
、
懲
罰
的
損
害
賠
償
の
可
能
性
を
当
事
者

は
予
測
で
き
た
わ
け
で
あ
る
の
で
、
直
ち
に
公
序
違
反
と
は
い
え
な

い
と
す
る
の
は
、
三
木
＝
山
本
編
・
前
掲
注
（
１
）
三
四
六
頁
〔
三

木
発
言
〕。

（

）
中
村
達
也
「
判
例
か
ら
見
る
仲
裁
法
（
三
二
）
仲
裁
判
断
の
取

41消
し
の
申
立
期
間
」
Ｊ
Ｃ
Ａ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
五
四
巻
一
〇
号
二
六
頁

（
二
〇
〇
七
年
）
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
仲
裁
地
と
す
る
仲
裁
判
断

の
取
消
し
が
問
題
と
な
っ
た
事
案
で
、
取
消
事
由
の
追
加
主
張
が
モ

デ
ル
法
三
四
条
三
項
に
よ
っ
て
遮
断
さ
れ
る
と
し
た
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

の
裁
判
例
を
紹
介
し
て
い
る
。

（

）
近
藤
ほ
か
・
前
掲
注
（
４
）
二
四
八
頁
、
二
六
五
頁
。
た
だ
し
、

42三
ヶ
月
経
過
後
も
、
仲
裁
判
断
の
執
行
決
定
（
仲
裁
法
四
六
条
）
の

裁
判
に
お
い
て
取
消
事
由
と
同
一
の
事
由
を
執
行
拒
絶
事
由
と
し
て

主
張
す
る
こ
と
は
妨
げ
ら
れ
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
小
林
久
起
＝
近

藤
昌
昭
『
司
法
制
度
改
革
概
説
⑻
民
訴
費
用
法
／
仲
裁
法
』
一
五
五

頁
（
商
事
法
務
、
二
〇
〇
五
年
）、
小
島
＝
高
桑
編
・
前
掲
注
（
６
）
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二
四
八
頁
〔
谷
口
安
平
〕。
な
お
、
ド
イ
ツ
で
は
、
仲
裁
地
国
で
判

断
取
消
事
由
を
主
張
す
る
こ
と
な
く
期
間
を
徒
過
し
た
場
合
に
は
、

ド
イ
ツ
の
仲
裁
判
断
執
行
宣
言
手
続
に
お
い
て
そ
の
事
由
を
主
張
す

る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
と
さ
れ
、
ド
イ
ツ
民
事
訴
訟
法
一
〇
六
〇
条

二
項
三
文
の
規
定
は
外
国
を
仲
裁
地
と
す
る
仲
裁
判
断
に
つ
い
て
も

適
用
さ
れ
る
。
参
照
、
中
野
俊
一
郎
＝
阮
柏
挺
「
新
・
国
際
商
事
仲

裁
関
係
判
例
紹
介
⒂
」
Ｊ
Ｃ
Ａ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
五
五
巻
九
号
六
〇
頁

（
二
〇
〇
八
年
）。

（

）
三
木
＝
山
本
編
・
前
掲
注
（
１
）
三
六
一
頁
〔
近
藤
発
言
〕。

43
（

）
宍
戸
一
樹
「
判
批
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
四
一
二
号
一
三
六
頁
（
二

44〇
一
〇
年
）、
寺
井
昭
仁
「
判
批
」
Ｊ
Ｃ
Ａ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
五
八
巻
九

号
八
頁
、
一
〇
号
一
〇
頁
（
二
〇
一
一
年
）。

芳
賀

雅
顯
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